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地
方
自
治
法
第

一
九
九
条
第
三
割
の
鱒
定
に
釜
づ
き
定
期
監

査
を
執
有
し
た
の
で
・
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
・
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昭
湖
町
年
目
月
鈎
日

1 

監
査
の
対
象

2 

監
護
の
時
期

s 
監
傘
を
尖
施
し
た
安
員

ー一文句
2
監
守
-
会
員

コ町

彦

鎗

社

会

録

保

険

年

金

標

高

工

霞

光

線

臼
昭
初
五
十
一
年
二
月
十
二
日

華
昭
和
五
十

一
年
二
月
二
+
五
日

必 緒

尾 1i

ii 

ヨ館市

4 

監
盃
の
結
集

次
の
と
お
り

〔
ま
え
が
き
〕

今
回
の
黙
を
は
主
と
し
て
、
昭
和
五
十
年
度
《
向
、
，
‘
+
n
n
v

の
専
務
事
業
を
対
象
と
し
・
必
援
に
応
じ
て
は
例
年
度
以
前
に

ら
さ
か
の
ぼ
ゥ
て
唱
会
計

a
aい
上
の
け
ん
制
組
織
・
行
政
財

産
の
取
得
管
廻
事
務
の
処
理
状
況
及
び
補
助
金
の
交
付
状
語
に

覧
点
を
お
い
て
災
纏
し
た
・

そ
の
結
集
は
お
お
む
ね
適
正
信
事
務
処
理
が
芯
さ
れ
て
い
た

が
‘
な
お
・
そ
れ
ぞ
れ
の
筒
所
に
お
い
て
述
ぺ
る
改
善
‘
ま
た

は
検
耐
を
呈
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
巡
や
か
に
嘗
処
さ
れ
た
い

〔
共
通
事
項
〕

?有

側

aEm還
に
つ
い
て

現
ロ
山
の
管
理
状
況
は
お
お
む
ね
良
好
と
飽
め
り
れ
た
が
‘
掴欄

品
台
劇
般
に
つ
い
て
は
使
用
資
径
者
の
交
替
等
に
よ
る
異
動
後
の

足
価
隈
穫
理
が
不
正
確
で
あ
っ
た
の
で
‘
確
実
忽
配
仮
差
理
を
さ

れ
る
よ
う
伺
窓
さ
れ
た
い
・

i----¥ 

2社 '

e会 ，

!諜!

当愉械
の
昭
和
五
十
年
四
月
-
m
M
裂
&
に
お
け
る
組
破
及
び

-
U
の
飽
俊
状
況
は
次
の
と
お
り
で
お
る
@
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(2) りむおお市政だより昭和51年9月15日

一 一
2 

市
民
交
通
傷
害
保
障
保
険
に
つ
い
て

交
通
事
故
に
よ
り
傷
容
を
受
け
た
者
の
救
務
の
一
助
と
す
る

ζ
と
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
精
進
に
得
与
す

る
ζ
と
を
目
的
と
し
て
殴
け
ら
れ
た
保
障
制
度
で
.
均
年
度
に

指帥
り
る
納
入
状
況
は
十
月
末
現
在
で
九
、
三
四
五
人
、
当
市

@

人
口
六

一
.
0
四
一

人
に
対
し
て
は
一
五

・
三

Z
mの
加
入
皐

と
怠
っ
て
い
る
・

ζ
の
事
官
勿
処
縄
状
況
陀
つ
い
て
加
入
規
加
入
日
計
簿
及
び

収
納
簿
等
を
照
査
し
た
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た。

3 

小
浜
お
お
む
ら
在
に
つ
い
て

小
浜
お
お
む
ら
悲
《
以
予
『
お
お
む
ら
荘
』
と
い
う
》
は、

市
民
の
健
全
館
精
神
と
健
康
江
身
体
の
保
符
を
臼
的
と
し
た
保

餐
鎗
畿
で
六
十
歳
以
ょ
の
者
身
体
障
得
者
等
に
対
し
て
は

優
先
利
用
・
使
用
料
金
制
引
依
存
の
優
遇
方
併
を
も
づ
て
速
嘗

さ
れ
て
い
る

《利
用
状
況
茨
1
〉

お
お
む
ら
を
の
管
理
は
・
条
例
の
定
め
る
と
ζ

ろ
に
よ
り
社

会
箔
祉
法
人
大
村
市
社
会
編
祉
協
職
金
(
以
下

「
脇
議
会
-
と

い
う
】
に
餐
庇
さ

れ

ま

た

そ

の

使
用
科
の
後
収
事
務
陀
つ

い
て
も
協
嵐
会
に
安
挺
さ
れ
て
い
る
・

し
か
し
蚕
託
契
約
替
に
よ
る
餐
託
事
項
と
実
際
に
協
議
会

が
処
湿
し
て
い
る
寄
託
郁
項
と
は
著
し
く
相
渇
し
て
い
る
・

す
抵
の
ち
お
お
む
ら
荘
の
管
理
温
省
の
全
般
及
フ
使
用
料

の
徴
収
に
つ
い
て
協
餓
会
に
祭
証
書
れ
て
い
る
に
か
か
わ
-
b
ず

使
川
野
可
及
び
使
別
料
の
議
収

ハ当
日
現
地
k
h
e
け
る
利
用
申

込
み
に
係
る
分
を
除
く〕

の
事
湾
は
本
市
に
留
保
さ
れ
当
課
が

処
理
し
て
お
り

協
議
会
は
宿
泊
者
に
対
す
る
給
食
の
提
供
宿

泊
施
役
.
股
備
の
管
mm保
全
.
構
掲
等
の
案
書
並
び
に
当
日
現

地
に
お
い
て
利

m山中
込
み
を
し
た
者
に
係
る
使
用
野
可
及
び
使

用
料
の
徴
収
併
績
を
処
湿
し
て
い
る
の
が
裂
状
で
を
の
る
・

乙
の
ょ
っ
に
を
証
拠
約
の
内
容
と
実
際
の
安
庇
事
項
が
相
逮

す
る
こ
と
は
、
公
の
施
般
の
管
痩
及
び
公
金
取
俵
い
の
貸
住
体

鮒
上
適
当
で
な
い
の
で
実
情
に
則
す
る
よ
う
契
約
内
容
の
変
量

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
・

釜
託
料
の
定
め
方
に
つ
い
て
‘
給
食
供
給
の
よ
う

κ年
間
の

指
摘
人
員
の
杷
調
関
"
な
も
の
を
合
め
た
金
額
と
む
っ
て
い
る

た
め

特
に
経
務
事
情
の
変
動
が
あ
ヲ
た
と
は
包
め
る
れ
は
〈

と
も
結
尉
契
約
臨
時
に
予
定
し
た
市
抱
人
民
の
嶋
織
に
よ
ヲ
て

年
度
ぷ
に
契
約
金
銅
酬
を
義
「
山
氏
せ
ざ
る
を
得
江
い
実
情
と
芯
っ
て

い
る
・縫
っ
て
給
食
供
鈴
契
約
の
よ
う
に
人
民
の
多
少
に
よ
ヲ
て
材

斜
貨
に
変
働
が
あ
り
‘
か
っ
、
契
約
時
に
お
い
て
契
約
絵
置
が

決
ま
り
低
い

b
の
に
つ
い
て
は
適
ち
な
単
簡
ご
入
、
ま
た
は

一
食
》
を
定
め
た
釜
ふ
的
契
約
を
締
結
し
適
当
江
支
払
期
日

戸
例
え
ば
当
月
分
を
翌
月
何
回
ま
で
に
文
弘
う
旨
ど
に
支
払
う

乙
と
が
適
当
で
あ
る
・

4 

労
働
会
館
に
つ
い
て

当
施
録
は
勿
働
者
の
文
化
の
向
上
と
そ
の
福
祉
厚
生
を
図
る

ζ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
利
用
状
況
は

表
2
の
C
お
り
と
な

っ
て
い
る
。

使
用
の
許
可
及
び
使
胸
料
の
徴
収
に
つ
い
て‘

使
用
許
可
申

d
書
及
び
収
納
均
等
関
係
帳
簿
を
照
濯
し
た
が
そ
の
察
官
罰
処

理
状
況
は
お
お
む
ね
良
好
で
あ
勺
た
・
し
か
し
広
が
ら
'
だ
お

放
の
点
に
つ
い
て
検
針
是
正
志
れ
た
い
.

当
舗
の
使
刈
斜
の
減
免
に
つ
い
て
は
条
例
第
八
条
努
ニ
吸

で
.
市
長
は
特
別
の
理
闘
が
あ
る
と
魁
め
る
と
舎
は
使
用
料
を

減
免
す
る
乙
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
が
・
そ
の
特
別
の

理
由
と
い
う
の
が
‘
ど
の
よ
つ
な
治
合
に
肱
当
す
る
の
か
そ

の
筆
準
と
依
る
も
の
が
明
文
化
さ
れ
て
い
忽
い
・

し
か
し
な
が
ら
現
実
K
は
伎
倒
桝
を
減
額
あ
る
い
は
免
除
し

て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
・
ζ
の
ょ
っ
に
条
例
陀
よ
る
誠

免
規
定
を
適
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
様
免
の
益
信
と
む
る

b
の
を
統
文
化
し
て
お
〈
べ
き
で
あ
る
・

A
n
k
f
v

，兄1怯用利荘りむおお浜

計自陣 E 使用
泊

その他の者

早宮

市内居住者または市内に動費して
いる者

間歳以上

2< 

区

考備

額

円

1.974.329 

金人民

人

】，078

額

円

109.0991 

金人目

人

115 

矧

同

25，031 

金

人

12 

人口
その他

人民金額

人間

413 771.08川

人員金額

附.ftJ50年人伺
4-10月 538l.069.115 

会〉

282.047 

288.9621 

3.467.544 

154.0 

2，366 

197.2 

15.586 16.4 3.576 J.7 

一
110.15[; 

一
59.0 

一

152，731 

昭利
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76.9 手均

月 平均
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{事務室 ・ 補~I限生室を除く)

りむ

労

おお市政だより(3) 

区 講 堂 |大会1/¥1@ I IJ 会議室和 室 a十

司'"lIi件数1'"lIi州金術 同 金司 件数!金

崎町 考

分 額

昭和田年 W 円 円 円 件 内

4~10月 6.700 3切 104 19.085 272 159.225 

。叶 311月平均 I12，0 印 1，3.4 38.9 24.175 

昭和

12叫 判山49年度 128 127，670 92 1'5 475 165.385 

10，639 77 }，004 2.129 日目.6 13.782 

2 表

5 

社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

市
民
の
福
祉
の
刷
溢
と
社
会
福
祉
活
動
の
向
上
及
び
老
人
徳

祉
法
第

一
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
老
人
の
福
祉
の
噌

進
を
図
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
役
雌
さ
れ
た
も
の
で
乙
れ
」
り

の
施
設
の
管
程
遠
営
は
社
会
福
位
法
人
大
村
市
社
会
福
社
協
議

会
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
e

当
年
度
に
お
け
る
利
用
状
況
は
袋
3
・
4
の
と
お
り
で
.
そ

の
事
務
処
理
決
況
は
適
正
と
認
め
ら
れ
た
。

6 

勤
労
青
少
年
ホ
ム
に
つ
い
て

当
ホ
!
ム
は
動
勿
青
少
尋
福
祉
法
の
規
定
に
益
づ
き
勤
労
斤

少
斗
の
福
祉
の
治
進
と
健
全
な
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
役
置
さ

れ
た
も
の
で
、
当
年
度
に
お
け
る
利
用
状
況
は
表
5
の
と
お
り

と
な
勺
て
い
る
。

当
ホ

1
ム
の
使
用
許
可
及
び
白
的
外
使
用
の
濁
合
に
お
け
る

使
則
桝
徴
収
等
に
つ
い
て
使
用
務
可
申
館
書
及
び
収
納
簿
等
調

係
書
額
を
審
査
し
た
結
果
、
そ
の
事
潜
処
理
は
お
お
む
ね
良
好

と
認
め
ら
れ
た
が
次
の
点
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
.

当
ホ
ム
の
使
用
制
併
に
つ
い
て
は
・
条
例
第
八
条
但
し
舎
で

目
的
外
使
周
の
樋
合
‘
別
表
に
よ
り
徴
収
す
る
と
鰻
定

し

そ

の
別
表
で
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
の

使
治
時
間
待
に
つ
い
て
料
金
を
定
め
て
い
る
。

一
方
条
例
纏
有
規
則
で
は
当
ホ
1
ム
の
開
館
時
閣
を
平
日
の

綱
合
‘

午
後

一
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
と
規
定
し
て
お
り
利

用
者
は
午
後
九
時
ま
で
使
用
で
き
る
ζ

と
に
な
勺
て
い
る
。

乙
の
よ
う
に
使
用
桝
条
例
に
定
め
る
制
約
金
算
定
の
議
鈴
と
む

る
使
刷
時
間
帯
は
午
前
九
時
三
十
分
か
勺
午
後
五
時
三
十
分
ま

で
抱
行
規
開
に
定
め
る
開
館
時
聞
は
午
後

一
時
か
ら

q
後
九
時

ま
で
と
そ
の
時
間
格
は

一
致
し
て
い
な
い
。

ま
た
午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
使
用
に
対
す

る
創
料
金
に
つ
い
て
は
‘
明
文
の
組
定
が
な
い
た
め
ζ
の
時
間
ww

の
使
用
料
に
つ
い
て
は
条
例
別
表
を
類
推
趨
別
し
て
逗
周
が
は

さ
れ
て
い
る
が
・
成
文
の
規
定
を
設
け
る
べ
き
と
思
料
す
る
の

で
乙
れ
ら
の
と
と
を
併
せ
て
噌
帝
に
則
し
た
規
定
の
盤
衡
を
検

討
さ
れ
た
い
。
(
衣

5
)

，見状用和lタ/ 社会福桂 セ

大会議室 会議

λ民金額メ民金

;，悶^'
問削脚1(2)'1 1 (J8iJ' 
4-10厄111，]問 106.100i2.1751 

k274)' 1(20.2) 
月平均 ¥ 
11，597.11 15.1571 310引

昭和491(203) (270)1 

年度 116，1551195.1凹 3.醐倒!叩o7.248 鉛 7502，343 

100.9) (悶ωα'8.7)ι
J1平 均

巴!25
( )径は団体数を示す

額出出合三123石工五
Jid J〈1141Jt1蕊よ。
&州開1司 6吋叩 4 31.636 日

分

4.207 122.0 

当医

表

区

日

3I.933 398.3却

3同196

(96.3) 

2.60d 

。(104)叫

09_0) 

7.9791 195.3' 5.408ω4.0 16，258 3閃 3



(4) 市政だよりりむあ‘お昭和51年 自月15日

利 用 状況

区 ili 内 市 外 計

人員 |金

備 ~ 
分 人民 金 額 人員 金 額 額

人 同 人 内 人
昭和初年

(47) ( 51 (52) 
4-10月 24.199 醐 6751 302 14.850 24.501 

<0.7) 

3.457.0 91.239 .3咽1 2.121 3.500.0 99.361 

昭和.9 (111) (81 I (119) 

盆芋 度 41.507 870.36fi 間| 26，80D .2.0.3 897，165 

戸 側 (0.71 

8.458.9 72刷 | 44.7 I 74.8'7 I 

タ〆老人福祉 セ

4 3提

}・は団体数を示す〈

用状況

斜理縞習第 UI嘗重量 経連動酒極 集会室 lその他 計 ! 

一一一γ一一一斗一一ーーー一一一一一?ーー一一一一一一一一一ー備 考ι
分 人民金徳I人民金額人民金額人民金額l人民 金額人員金額 | 

昭和50iF人円入門人阿人同人同人同 1 

4.....10月 1.226 10.070 1.5011 問。 6.剖2 2.47明J.98. 

一一一→ ー一一寸一一← 一一一寸一一→
t.439' 214.4 9ゆ987.4

間

A

1M
「

16.730 

.，1 

12.300 5.107 

b. ホ勤労青世年

5 1>. 

区

2.390.0 8
 
9
 
2
 
7
 
?
 s
 

?
 
2
 

間「
175.1 月平均

一昭狗.3
年度

35.690 39024.357 11. 730 5， i23 3.田og，5ge 20，5羽 2.3952.656 

332.029.8 917 '.769 332.3 2活3799.7 1. 713 199 6 221.3 月平均

7 

大
村
市
交
通
災
害
遺
児
島
敏
宵
手
当
に
つ
い
て

交
通
彦
放
に
よ
り
観
な
ど
を
失
ア
た
児
翼
、
生
徒
に
対
し
て

健
全
怠
る
育
成
と
招
祉
の
梱
趨
に
嘗
与
す
る
ζ
と
を
自
的
と
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
遺
児
一
人
に
つ
合

Hn領
主
、

o
on

円
が
支
給
容
れ
る。

受
給
資
格
組
定
申

m
e及
び
支
給
台
帳
等
を
照
査
し
た
結
恩

そ
の
事
務
処
理
は
適
正
で
あ
ヲ
た
。

伝
事
十
月
末
現
在
の
受
給
資
絡
者
数
は
二
十
六
人
と
忽
ヨ

て
い
る
・
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昭和51年 目月15日

-

当
限
の
昭
和
五
十
年
四
月
一

日
現
在
に
お
け
る
組
織
及
び
政
良

の
配
眠
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ

る・計

り

線妥戸?1p竺戸土l
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員術校

むおお市政だより(5) 

5 

4 

4 

2 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
つ
い
て

昭
和
五
十
年
十
月
末
現
在
の
大
村
甫
図
雇
鍵
山
康
被
保
険
者
の
世

帯
数
は
七

O
七
一
位
彩
、
被
保
険
者
数
は
ニ
一

、
八
六
三
人

で
、
本
市
の
枇
官
官
数
一
六
、
五

O
二
世
得
、
人
口
六

0
・
九
三

八
人
に
対
移
る
加
入
割
合
は
加
者
が
悶
ニ
・
八
郷
、
後
者
が
三

五
・
九
%
と
な
勺
て
い
る
@

《袋
1
》

で
あ
る
。

被
保
険
者
の
資
絡
取
得
及
び
菌
製
失
の
状
況
は
表

2
の
と
お
り

況1責の者険保被

袋

昭和 49年度昭和田年度分区

i盆

人 l

自旨格16.115 

a9，9i7 

世俗

人

16，502 

60.996 

凶

側

数

ロ

裕

人

6，725 盤鯵6.660 伺年度始被保険者鑑帯数

6.86U 7.071 
釦"-l
凶

年度:;1(1度保険者世得数

人21. 569 人 21.466

21.863 21.569 

135 211 

制

~引槽滅 。0) ー 同 ・

年度始後保険者数

む)年度末敏保険者数

103 刷lI!引羽目減刷ー {刊・

'" 42.4 '" 
回
両
国
側

〈世帯対比〉司戸入カロ

36.0 35.9 

世宇野教及び人口は50年度については10月末現在

【人口対比)S事入加

!E 

，兄状の者険保被険保康健民国

2 

区 " 備
差引

羽目滋tt 

人

15 1.64，1 

厳

転出佐保加入生保開始死亡iその他

人ヌ(一刃ーコ「工Y 人1

1.167' 

'十

調関

転入陣帽脱金保斑叫尚生 lその他

50'"11: I人人人 人
、
8
J
8
 
1
 

器提

分

103 1811 

附

叩

判

制

度

在

数

T
険

1

等

製

ww

保

2

日
」

バ

喰

被

人

制363 153 2.143 202 1.1021 ωω
 

2.1264.1 14.7 166.7 54.7 21.9 306.1 26.9 157.4 回 7月平均

.9年度末
1回在世格数

8総O
713•107 21'7 333 [

 
1
 
5
 
7
 
1
 

799 307 

T

1

 4
 
8
 
2
 

1.409 914 49年度

被保検者!

21.切918.1 27.8 145.9 66 6 5
 
T
 
6
 
2
 
7
 
4
 
2
 

25.6 23.7 117.4 76.2 月平均
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3. 

保
険
踊
付
に
つ
い
て

彼
保
険
者
が
寮
餐
取
扱
機
関
か
ら
療
袋
の
給
付
を
受
け
た
場

合
の
療
養
の
給
付
負
及
び
療
養
惣
並
び
に
療
養
に
か
か
る
一
部

負
怨
金
の
額
が
三
万
円
を
乙
え
る
と
き
そ
の
当
骸
組
逃
面
広

相
当
す
る
簡
と
し
て
支
給
す
る
高
額
樹
脂
養
食
の
給
付
状
泌
は

(決
3
)
の
と
お
り
と
伝
ヲ
て
い
る・

4 

第
三
布
納
付
金
に
つ
い
て

下位政だより

ζ
れ
は
交
通
事
故
等
の
よ
う
に
そ
の
保
倹
給
付
の
原
凶
が
郷

三
者
の
行
ぬ
に
よ
ヲ
て
生
じ
た
刷
物
合
・

国
保
法
郷
六
十
四
条
の

鰻
定
に
よ
り
保
険
者
が
取
得
す
る
綱
引
書
館
償
附
求
楢
帽
に
議
づ
く

納
付
金
で
あ
る
・

乙
れ
の
符
求
事
事
が
非
常
に
遅
稽
し
て
い
た
・
第
三
者
の
行

ゐ
に
よ
っ
て
生
じ
た
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
に
お
い

て
負
修
す
る
と
い
う
訟
の
昼
旨
か
ら
も
早
急
に
債
指
摘
保
の
た

め
の
事
績
処
理
が
屯
さ
れ
る
と
と
を
要
望
す
る
。

江
お
、
当
年
度
十
月
末
現
在
で
三
件
・
一
五
二
、
0
0
0円

の
収
入
が
屯
さ
れ
て
い
る・

a 

関
民
年
金
に
つ
い
て

固
反
年
金
保
険
科
の
納
入
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
八
年
度

か
り
納
入
通
知
容
に
よ
り
納
入
す
る
納
入
魯
方
式

〔
保
険
制
約
三

カ
月
分

-
倍
納
入
v
k
切
り
笹
え
ら
れ
た
ζ

と
に
よ
り
・
乙
れ

に
対
応
す
る
数
賓
の
即
低
金
常
備
す
る
た
め
の
資
金
と
し
て
ニ

0
・
0
0
0、
O
O
C同
に
延
納
錦
町
約
分
に
よ
る
即
笠
原
の
相
当

舗
を
担
え
た
鋪
酬
の
舞
金
で
速
周
を
行
令
て
い
る
。

内
観
で
は
、
納
入
谷
に
基
づ
い
て
収
納
さ
れ
た
保
険
制
約
相
当

額
の
印
紙
を
検
問
島
台
艇
に
胎
付
し
、
所
定
欄
に
検
胞
を
行
令
て

い
る
が
、
乙
れ
ら
の
事
着
処
理
状
面
は
遁
正
と
認
め
ら
れ
た
。

《決
4
5
v

~R 状の付給険保

4民

考備商制緩養費

千円601.闘7平内

1回3

関1.901 45.'116 

郎防.571 45.716 

119.3崎7 6.5鈎

829.155 

保険者負担金額

監盟主出
2.618 

331，358 

1，199.622 

用

鱗後の給付 76竺竺

" I!費 27l
百両亙Eプ 1.78i 

1ft 78 ， 50~ 

月 :iJl ~ 11.215 171.375 

議震の給付 1!17.680 1.191.476 

醜 ft 418 3.901 

費数件分区

昭

和

50 
年

度

《

4
R
t
m
H
V

日十卜iJiL陣平|
721 131.516 

E而?寸志口百
10.735 110.574 

2.730 養

高敏療養健

rt 

一平均
" 
月

昭

和

日

，兄状の者険保

険者

被金3手民国

彼保

2¥ミ !強制加入
者除免

きす中 筒免除'十径窓加入

人人人人人
昭
和

ω年
度

2.051 1.3制697 13.140 3.443 9.691 

lLOD5 1.287 716 

ー↓

13.083 

昭

和

田
年

度

一(注) 50年哩についてはg月末現在とする
3.229 9.8刷
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況北払"" λ 紙，n 金年民国

【4月司10月〉

JJt;日」
悠

3.127 156.350 

n 
度年

担金

。
受

a 

2三
現在

傘数

紋

1.928 10肉印紙

却問 M

5渇0.700613 10.800 

UMIlli岨 一 。
6.98913'制5.00叫 3.611 18.055.00U 
，---ー}ー」ー一一一一 い一一一ーー一一一一

9.211 18.791.150 

一川町岡

900内 μ

。

工工 19.619' 89，8腿，83回

。商。
i工 i
l観 i
!先!

'課 ，

L

山
町
可
燥
の
昭
和
五

1
年
四
月

一
日
現
在
に
お
け

る
組
僧
及
び

m
uの
配
置
状
況
防
次
の
と
お
り
で

念則，。
.

計

1 

員

3・1ま延納特約分を科鍋したもの
都民技 術品 業務

コ(!盟主
3.1郎 159，3叫

! 回a 511.叩
3，9閣内 " 1 2.541 9.909.900 

一 一」ーーード

5，000円 H 1 

'" 
司医務3巨民技術吏!I

1 

{ 

a・組
4 

』

1 3 

3 

l蓬

観光係

線

商工 係

9 

。
凶

中
小
A

官
接
摂

興
資
金
の
預
包
民
に

つ
い
て

市
内
中
小
企
業

の
健
全
な
る
発
展

に
資
す
る
た
め

中
小
企
業
者
の
巡

綜
資
金
及
び
陵
情

に
創
寓
す
る
資
金
の

融
通
の
円
滑
化
を

図
る
乙
と
を
目
的

と
し
て
予
覧
の
範

T 

圏
内
に
お
い
て
必

要
伝
資
金
を
金
融

織
艇
に
預
筏
し

，t 
金
倣
姐
慣関
に
お
い

て
は
、

預
託
金
の

制
酬
の
二
倍
以
上
の
融
資
を
行
一一
つ
制
度
で
、
当
年
度
に
お
い
て
は

十
月
末
ま
で
に
市
内
の
九
行
の
傘
倣
俺
関
に
-ニ
七

.
2
U
0

・
0
O
H問
、
空

申

告

三

0
・
門
6
0.
円
八
百
肉
の
預

託
が
与
さ
れ
て
い
る

当
年
度
に
お
け
る
中
小
企
衆
院
也
応
対
す
る
金
融
機
関
の
融
資

の
状
況
は
十
月
ま
で
に
四
十
七
件

一
0
0
・
八
八

O

O
J

O
同

十
A
末
現
企
画
質
感
商
一
八
六
、
回
一一
二

、
口
0
0
同

副
工
中
金
に
あ
づ
て
は
七

件

-

ニ
図
‘
四
O
O、
0
0
0内

融
蟹
銭
高
三
八
六
‘
七
六
丸
、
0
0
0伺
と
は
っ
て
い
る
a

3 

唱
助
金
の
交
付
状
況
に
つ
い
て

当
年
度
に
お
け
る
補
助
金
の
交
付
状
況
は
2
1
の
と
お
り
で

あ
る
E

は
お

樋
助
金
の
交
付
事
務
に
つ
い
て
、
補
助
事
業
者
か
ら

の
申
符
で
・
そ
の
命
中
情
内
容
に
錆
鋲
が
あ
る
の
を
補
正
さ
せ
ず

補
勧
の
決
定
が
は
さ
れ
て
い
る
・
す
な
わ
ち
繍
助
事
業
に
お
い

て
、
総
事
業
貨
を
補
助
金
総
当制酬
と
し
て
、
繍
励
金
の
交
付
申

"
を
俗
し
て
い
る
た
め
大
村
市
商
工
観
光
被
興
事
業
費
補
助
金

交
付
要
綱
に
定
め
る
憾
助
対
級
経
費
の
ニ
分
@
一
以
内
で
予
算

で
定
め
る
輔酬
を
補
助
の
限
度
と
す
る
旨
の
補
助
鰻
砲
を
大
幅
に

超
過
し
事
集
に
要
す
る
経
由
認
を
金
額
情
動
で
暗
勺
た
と
い
う
結

集
を
生
じ
て
い
る
補
助
事
業
が
み
ら
れ
た
・

補
助
金
交
付
事
務
に
あ
っ
て
は
・
そ
の
内
容
を
よ
く
審
査
し

計
数
を
碕
留
の
う
え
交
付
さ
れ
る
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
・

ま
た
、
補
助
金
主
付
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
補
助
の
目
的

内
容
等
に
具
体
性
が
乏
し
い
の
が
み
う
け
ら
れ
た
・
補
助
金
の

交
付
は
・
そ
の
傭
助
効
果
の
m
m
Uが
し
易
い
よ
う
・
で
金
る
だ

け
具
体
的
な
目
的
を
表
示
し
て
.
乙
れ
を
決
定
す
る
よ
う
関
扉

線
定
の
盤
備
を
さ
れ
た
い
。
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袋 1 補 助 金 空 付 状 況

支出目的 支出先

大村商工会議所楠助金

1;大村商工会副院所
返事複金共務制度幡励金 " 

大村食肉事業 大村食肉事業

関上|

lLb 
ipijV111:;怠

大村青年金調所情励金

共同職猿訓鋭校補助金

協閃組合補助金凶同組合

長筒県中小企様団体 長崎県中4喰集

中尖会鍵励金団体中央会

9/23 8
 
針

。
8
 
m
 
m
 

的拙者業発商魚鮮
す対c
 

a
k
 

融急

除

緊

補

寝

間

子

魚

利

制
問

又

/
 
5
 
制/
 

2
 
/
 
4
 
川8
 ∞
 

伺g
 
m
 

O
 
8
 

品
凧
合

鮮

組
wm日
間

附

地

梅

村

亮

大

小金助補理蜘
都
内商魚鮮

大村湾内総路選管安田産業汽Ae 吻回

69.[)[)O <J~φ 
摘 助 金株式会社 1 1 r広

一一一一ートー----，一一一一→一一一一ートー斗← 一一一「
大村市商庖街街路灯 1 

大村市長官前山会 392.000 39t.BOO 391.800 5/19 6/25 7/116/30 
俊盤情励金

大や附幌光悩会締助金 木村市観光協会 2，380，000 
730，000 

900.00仏

3/26，4/1 

7/25 8/16 

梅洋槽誕丸梅幽!iI

補助金
黒丸踊保存会 9i8，000 978，000 1 

郷土芸能保存会構助金 2.000.000 2月
予定

E十

}
ld
叫

1
お


